
2016年5月期（第30期）	
決算説明会	

	
2016年6月29日	

株式会社ウェザーニューズ	



2016年5月期（第30期）連結業績まとめ	
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（単位：百万円）	

2015.5期	
（第29期）	

実績	

2016.5期	
（第30期）	

実績	
前期比伸び率	

売上高	 14,064	 14,511	 3.2%	

（BtoB売上高）	 7,971	 8,558	 7.4%	

（BtoS売上高）	 6,092	 5,953	 △2.3%	

営業利益	 3,304	 3,387	 2.5%	

経常利益	 3,504	 3,208	 △8.5%	

親会社株主に帰属する	
当期純利益	

2,252	 2,195	 △2.5%	

EPS（円）	 207.19	 201.57	 △2.7	%	

l  航海気象に加え、その他交通気象の各市場も順調。BtoB売上高は7.4%増収 
l  ﾚﾍﾞﾆｭｰｼｪｱﾓﾃﾞﾙの利用者増、放送局向け初期型売上減少。BtoS売上高は微減 
l  増収を達成も、人材強化と為替差損の影響により減益 



2016年5月期（第30期）売上高	
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<BtoB>  　航海気象を中心にトールゲート事業が増収 
 　その他交通気象の各市場も順調に成長 

 

<BtoS>  　レベニューシェアモデルの利用者増 
 　放送局向けシステム更新サイクルの影響によるSRS減収	

SRSは”Stage Requirement Settings”の略。 
将来のトールゲート型ビジネスにつながる 
一時的な調査、システム納入など	



2016年5月期（第30期）経常利益	
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•  アジア展開に先立つ現地人材・生産性向上に向けた開発スタッフの 
　積極採用などの投資により、費用が増加 
 

•  為替の影響を受け、経常利益で8.5%の減益 
	



投資の状況	
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（単位：百万円）	
2015.5期 （第29期）	

実績	
2016.5期 （第30期）	

実績	

設備投資	 715	 673	

減価償却	 590	 676	

研究開発	 392	 390	

従業員数（連結）	 718	人	 764	人	

 

l  設備投資・研究開発等への投資は前年並み 
 

l  グローバル人材・IT人材への投資に伴い、従業員数が増加 
 



株主還元	
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●  2016.5期（第30期）配当の実績	
	

	年間配当　100円　（30円増配）	
	

ü 中間配当	35円　（5円増配）	
ü 期末配当	65円　（25円増配）	

●  2017.5期（第31期）配当の状況	
	
「高貢献、高収益、高分配」の考えに基づき、経営成績と資本効率、配当性向

・配当利回りなどを勘案し、当期以降の１株あたり年間配当金の基準を10
0円とする予定です。	



2017年5月期（第31期）業績見通し	
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（単位：百万円）	

2016.5期	
（第30期）	

2017.5期	
（第31期）	 通期伸び率	

上期実績	 通期実績	 上期予想	 通期予想	

売上高	 7,079	 14,511	 7,200	 15,000	 3.4%	

（BtoB売上高）	 4,152	 8,558	 4,200	 8,800	 2.8%	

（BtoS売上高）	 2,926	 5,953	 3,000	 6,200	 4.2%	

営業利益	 1,541	 3,387	 1,550	 3,400	 0.4%	

経常利益	 1,486	 3,208	 1,500	 3,300	 2.9%	

親会社株主に帰属する	
当期純利益	 1,012	 2,195	 1,050	 2,300	 4.8%	

EPS（円）	 92.96	 201.57	 96.40	 211.16	 4.8%	

 

l  交通気象の各市場の成長により、売上高は８期連続の増収を予想 
 

l  次なる成長に向けた積極投資を見込み、営業利益は前年並みを予想 
 




